
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営
 

歴
史
に
夢
ぶ
 
騒
班
薮
学
特
別
招
聴
教
授
 

岡

田

晃

 

第
口
十
六
回
 

渋
沢
栄
《
の
盟
友
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
の
塊
●
大
倉
喜
 

新
紙
幣
の
流
通
が
始
ま
っ
て
半
年
余
り
。
新
一
万
円
札
 

の
顔
と
し
て
お
馴
染
み
に
な
っ
た
渋
沢
栄
一
は
「
日
本
資
 

本
主
義
の
父
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
周
り
に
は
多
く
の
 

協
力
者
が
い
た
。
中
で
も
大
倉
財
閥
の
創
始
者
・
大
倉
喜
 

八
郎
は
盟
友
、
ま
た
は
同
志
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
。
 

命
が
け
の
冒
険
で
次
々
と
新
事
業
 

幕
末
動
乱
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
つ
か
む
 

喜
八
郎
は
一
八
三
七
年
、
越
後
国
新
発
田
町
（
現
・
新
 

潟
県
新
発
田
市
）
で
生
ま
れ
た
。
生
家
は
名
主
だ
っ
た
 

が
、
才
気
に
富
み
独
立
心
旺
盛
だ
っ
た
喜
八
郎
は
十
八
歳
 

で
単
身
江
戸
に
出
て
、
鰹
節
店
の
丁
稚
と
な
っ
た
。
 

三
年
間
働
い
て
コ
ツ
コ
ッ
貯
め
た
資
金
を
元
手
に
一
八
 

五
七
年
、
下
谷
上
野
町
（
現
在
の
ア
メ
横
近
辺
）
で
乾
物
 

店
を
開
業
し
た
。
間
口
二
間
の
小
さ
な
店
だ
っ
た
が
、
こ
 

れ
が
起
業
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
 

商
売
は
繁
盛
し
た
が
、
喜
八
郎
は
そ
れ
で
満
足
し
て
い
 

な
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
日
本
は
黒
船
来
航
後
に
開
国
、
 
一 

方
で
尊
王
捜
夷
論
が
高
ま
る
な
ど
世
情
騒
然
と
し
て
い
 

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
商
売
で
横
浜
に
出
か
け
た
喜
八
郎
 

は
、
外
国
の
蒸
気
船
の
姿
や
銃
器
が
荷
揚
げ
さ
れ
る
光
景
 

を
目
に
し
て
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
し
て
「
今
や
動
乱
の
時
 

代
。
こ
れ
か
ら
の
商
売
は
武
器
だ
」
と
ひ
ら
め
い
た
。
 

す
る
と
一
八
六
六
年
、
乾
物
店
を
あ
っ
さ
り
と
廃
業
 

し
、
八
丁
堀
の
鉄
砲
店
に
見
習
い
と
し
て
入
っ
た
の
だ
。
 

そ
こ
で
鉄
砲
商
売
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、
四
カ
月
後
の
一
八
 

六
七
年
二
月
、
神
田
和
泉
橋
通
り
（
現
・
千
代
田
区
岩
本
 

町
付
近
）
に
鉄
砲
店
を
開
業
し
た
。
 

何
と
「
無
鉄
砲
」
な
こ
と
か
。
後
の
彼
の
人
生
は
冒
険
 

の
連
続
と
な
る
が
、
こ
れ
が
最
初
の
冒
険
だ
っ
た
。
だ
が
 

単
な
る
冒
険
で
は
な
か
っ
た
。
時
代
の
変
化
を
し
っ
か
り
 

読
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
い
た
の
だ
。
 

喜
八
郎
の
読
み
は
的
中
す
る
。
そ
の
年
の
十
月
に
大
政
 

奉
還
と
な
り
、
情
勢
緊
迫
の
中
で
幕
府
も
各
藩
も
鉄
砲
を
 

大
量
に
購
入
し
始
め
た
。
喜
八
郎
は
横
浜
に
行
っ
て
外
国
 

人
商
人
か
ら
鉄
砲
を
仕
入
れ
、
江
戸
に
運
ん
で
納
人
し
た
。
 

だ
が
実
は
、
江
戸
と
横
浜
の
道
中
は
強
盗
が
出
没
し
て
 

い
た
。
そ
の
た
め
喜
八
郎
は
護
身
用
の
短
銃
を
持
参
し
て
 

い
た
と
い
う
。
 

八
 
R
］ー 、反 

ま
さ
に
命
が
け
だ
っ
た
が
、
鉄
砲
ビ
ジ
ネ
 

ス
は
大
繁
盛
と
な
り
、
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 

年
が
明
け
て
戊
辰
戦
争
が
起
き
、
官
軍
が
江
戸
に
進
軍
 

し
て
き
た
。
江
戸
中
が
騒
然
と
な
る
中
、
喜
八
郎
は
官
軍
 

か
ら
武
器
食
糧
一
切
の
調
達
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
「
官
軍
御
 

用
達
」
と
な
っ
た
の
だ
。
逆
に
上
野
寛
永
寺
に
立
て
龍
 

も
っ
た
彰
義
隊
に
晩
ま
れ
、
連
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
 

イ
ン
フ
ラ
事
業
、
貿
易
に
進
出
 

民
間
人
初
の
欧
米
視
察
な
ど
冒
険
続
く
 

時
代
は
明
治
の
世
と
な
る
。
喜
八
郎
は
「
鉄
砲
商
人
」
 

か
ら
ゅ
卒
業
ク
し
、
明
治
新
政
府
の
イ
ン
フ
ラ
近
代
化
事
 

業
に
協
力
し
て
い
く
。
日
本
初
の
鉄
道
の
新
橋
駅
建
設
工
 

事
、
大
火
で
大
被
害
を
受
け
た
銀
座
の
復
興
工
事
な
ど
を
 

次
々
に
請
け
負
っ
た
。
新
し
い
時
代
へ
の
移
行
に
沿
っ
た
 

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
転
換
を
図
っ
た
の
だ
。
 

続
い
て
貿
易
業
に
進
出
す
る
。
横
浜
に
貿
易
会
社
を
設
 

立
し
、
毛
織
物
の
輸
入
、
お
茶
や
生
糸
の
輪
出
を
手
掛
け
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
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こ
の
仕
事
を
す
る
う
ち
に
海
外
を
こ
の
目
で
見
た
い
と
 

思
い
立
ち
、
 

一
八
七
二
年
、
欧
米
視
察
の
旅
に
出
発
す
 

る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
な
ど
、
さ
 

ら
に
ロ
ン
ド
ン
や
欧
州
各
地
の
経
済
事
情
を
一
年
余
り
に
 

わ
た
り
見
て
回
っ
た
。
当
時
の
日
本
で
は
民
間
人
の
海
外
 

視
察
は
初
め
て
で
、
こ
れ
も
大
冒
険
だ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
 

で
は
政
府
の
岩
倉
使
節
団
と
出
会
い
、
伊
藤
博
文
や
大
久
 

保
利
通
ら
と
親
し
く
な
る
と
い
っ
た
収
穫
も
得
た
。
 

帰
国
後
の
一
八
七
三
年
、
欧
州
で
学
ん
だ
会
社
組
織
を
 

参
考
に
大
倉
組
商
会
を
銀
座
に
設
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
乎
 

掛
け
て
き
た
貿
易
、
商
業
、
土
木
建
築
な
ど
の
事
業
を
ま
 

と
め
、
こ
れ
が
大
倉
財
閥
の
起
点
と
な
る
。
 

だ
が
喜
八
郎
の
行
く
手
に
は
さ
ら
な
る
ク
冒
険
矛
 
が
 

待
っ
て
い
た
。
一
八
七
四
年
、
政
府
の
台
湾
出
兵
に
際
し
 

軍
需
物
資
の
運
搬
を
請
け
負
い
、
作
業
員
五
百
人
を
率
い
 

て
台
湾
に
渡
っ
た
の
だ
が
、
現
地
で
は
マ
ラ
リ
ア
が
蔓
延
 

し
て
お
り
、
百
二
十
人
余
り
が
死
亡
。
全
く
擢
患
し
な
 

か
っ
た
の
は
喜
八
郎
を
含
め
わ
ず
か
数
人
だ
っ
た
と
い
う
。
 

続
い
て
一
八
七
七
年
。
朝
鮮
で
大
飢
鰹
が
起
こ
り
、
日
 

本
政
府
は
救
援
米
の
運
搬
を
決
め
た
が
、
ど
の
業
者
も
し
 

り
込
み
し
て
引
き
受
け
手
が
い
な
い
。
そ
れ
を
喜
八
郎
が
 

引
き
受
け
、
無
事
に
任
務
を
遂
行
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
 

帰
路
、
船
便
が
な
く
、
や
む
な
く
漁
船
に
乗
せ
て
も
ら
っ
 

た
が
、
暴
風
雨
に
あ
い
遭
難
寸
前
と
な
っ
て
し
ま
う
。
か
 

ろ
う
じ
て
対
馬
に
避
難
し
た
も
の
の
、
数
日
間
の
足
止
め
 

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
 

こ
れ
ら
は
「
九
死
に
一
生
を
得
る
」
を
地
で
い
く
経
験
 

だ
っ
た
が
、
喜
八
郎
の
信
用
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

渋
沢
栄
一
と
盟
友
関
係
に
 

数
多
く
の
企
業
設
立
で
互
い
に
協
力
 

喜
八
郎
が
渋
沢
栄
一
と
出
会
っ
た
の
は
そ
の
頃
だ
。
喜
 

八
郎
は
「
国
家
の
た
め
に
は
一
身
を
捨
て
て
も
、
こ
の
仕
 

事
（
朝
鮮
へ
の
救
援
米
運
搬
）
は
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
」
と
栄
一
に
語
り
、
栄
一
は
「
こ
の
人
は
尋
常
一
 

様
の
人
で
は
な
い
。
た
し
か
に
わ
が
党
（
仲
間
、
同
志
）
 

の
一
人
で
あ
る
と
思
っ
た
」
と
後
に
語
っ
て
い
る
。
 

こ
う
し
て
肝
胆
相
照
ら
す
仲
と
な
っ
た
二
人
は
、
墓
呆
 

商
法
会
議
所
（
現
・
東
京
商
工
会
議
所
）
と
東
京
株
式
取
 

引
所
（
現
・
東
京
証
券
取
引
所
）
を
は
じ
め
、
大
阪
紡
績
 

（
現
・
東
洋
紡
）
、
東
京
瓦
斯
（
現
・
東
京
ガ
ス
）
、
東
京
 

電
燈
（
現
・
東
京
電
力
）
、
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
を
次
々
に
 

協
力
し
て
設
立
し
た
。
 

一
八
八
七
年
に
は
大
倉
組
商
会
の
上
木
建
築
部
門
と
大
 

阪
の
藤
田
組
が
合
併
し
て
、
日
本
初
の
建
設
業
法
人
と
な
 

る
有
限
責
任
日
本
土
木
会
社
（
現
・
大
成
建
設
）
が
発
足
 

し
、
喜
八
郎
が
社
長
に
就
任
し
た
。
栄
一
は
そ
の
創
立
委
 

員
長
と
な
り
、
取
締
役
に
も
就
任
し
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
栄
一
と
喜
八
郎
は
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
 

て
数
多
く
の
企
業
設
立
に
奔
走
し
た
。
栄
一
が
設
立
し
た
 

企
業
が
約
五
百
社
に
及
ぶ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
 

が
、
喜
八
郎
の
そ
れ
も
ニ
百
社
以
上
に
達
す
る
（
そ
れ
ぞ
 

れ
の
単
独
に
よ
る
も
の
も
含
む
）
。
こ
う
し
て
喜
八
郎
は
 

明
治
の
中
頃
に
は
日
本
有
数
の
企
業
家
と
な
っ
て
い
た
。
 

喜
八
郎
が
築
い
た
大
倉
財
閥
は
終
戦
後
に
解
体
さ
れ
消
 

滅
し
た
が
、
現
在
も
前
述
の
大
成
建
設
を
は
じ
め
、
日
清
 

オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
、
サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
な
 

ど
数
多
く
の
企
業
が
そ
の
系
譜
を
受
け
継
い
で
い
る
（
ち
 

な
み
に
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
は
喜
八
郎
の
死
後
に
長
男
の
 

喜
七
郎
が
設
立
し
た
）
。
 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
リ
ス
ク
を
と
っ
て
挑
戦
し
続
 

け
た
喜
八
郎
は
ま
さ
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
塊
の
 

よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
 

プ
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
喜
八
郎
の
場
合
は
 

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
呼
ぶ
方
が
ふ
さ
わ
し
い
気
が
す
る
。
 

し
か
も
そ
れ
は
闇
雲
な
冒
険
で
は
な
く
、
①
国
が
進
む
 

方
向
や
時
代
の
変
化
を
読
む
②
そ
の
中
で
新
し
い
ニ
ー
ズ
 

を
つ
か
み
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
る
（
⑧
）
多
く
の
人
 

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
協
力
関
係
を
広
げ
る
ー
 
な
 

ど
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
 

岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）
 

一
九
七
一
年
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
血
嬰
＋
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
 

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
墓
呆
出
向
。
「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
 

ト
（
W
B
s
）
」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
N
Y
 

支
局
長
、
テ
レ
ビ
墓
泉
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
一
一
〇
O
六
 

年
か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
。
ニ
O

二
二
年
、
同
特
別
招
聴
教
授
。
 

新
刊
「
徳
川
幕
府
の
経
済
政
策
ー
そ
の
光
と
影
」
（
P
H
P
新
書
）
。
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